研究発表　深沢七郎作品における「前近代」の再生　――『楢山節考』と『甲州子守唄』を中心に―― by 高 艶
深沢七郎は故郷甲州・石和に由来する土俗味の濃い作品を作り上げることで































1958 年と 1983 年に、この小説は二度と映画化され（監督はそれぞれ、木下
惠介と今村昌平である）、大きな反響を巻き起こした。
一方、『甲州子守唄』の初出は 1964 年 12 月号の『群像』である。同作品の























































































































































































































































































































































































































































































































































①三つの評論とも、1956 年 11 月号の『中央公論』の「新人賞選後評」より抜粋したものである。
②平野謙「今月の小説」　『毎日新聞』　昭和 39 年 11 月 29 日









⑫深沢七郎「楢山節考」　『深沢七郎集』（第一巻）　筑摩書房　1997 年 2 月 20 日　148 頁


















㉙「嶋中事件」とも言う。雑誌『中央公論』1960 年 12 月号に掲載された深沢七郎の小説「風流夢
譚」の中で、皇太子・皇太子妃が民衆に斬首される部分や民衆が皇居を襲撃した部分が描かれたこ







32佐伯彰一　「まことに困った芸術家」　「図書新聞」　昭和 34 年 11 月 23 日
33深沢七郎　「年の終わりに」　『深沢七郎集』（第七巻）　357 頁
34「おくま噓歌」（62 年 9 月）、「お燈明の姉妹」（63 年 9 月）、「安芸のやぐも唄」（64 年 1 月）
35深沢七郎　「変な人のところには変な人がたずねて来る記」　『深沢七郎集』（第四巻）　208 頁
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＊討議要旨
谷川惠一氏は、伊藤整は「僕ら日本人が何千年もの間続けてきた生き方」と言っており、「前近
代」という言葉は使っていないが、なぜ「伝統」ではなく、「前近代」という言葉を使うのかと質問
した。それに対して発表者は、深沢七郎は『楢山節考』のあとがき等で、「私が再現しようとするの
は前近代の庶民のそのままの生き方」という趣旨の発言をしており、そこから「前近代」という言葉
を取ったと回答し、また、深沢の「前近代」は甲州石和の風土とその地域に生活した庶民の生き方に
基づくものであり、一般的な「伝統」とは意味が違うように思うとも述べた。顧偉良氏は、「前近
代」の再生ということを述べられているが、歴史は自然の変容史と捉えることも可能であり、人間の
生活や共同文化または風土といったものは自然史の中で何千年も営まれてきたものなので、「前近
代」に必ずしもこだわらなくていいのではないかと述べ、「前近代」の再生というのがやや概念的に
不明瞭に感じるとして説明を求めた。発表者は、深沢は『楢山節考』や『笛吹川』といった作品を通
して前近代的世界を再構築し、日本の前近代的原風景や、近代的読者の時代への諦観を掘り出そうと
したのではないかと述べた。また深沢が前近代にこだわった理由として、彼は近代を扱った作品も試
みているが総じて失敗作と評価されていることを挙げ、今後、質問者の意見を参考に、前近代と近代
の統合や、接点などについても考えていきたいと答えた。
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